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（論文内容の要旨） 
 
 20世紀の急速な経済成長と物質の豊かさは 21世紀に生きる私たちに大きな課題を残した。それは汚染
した地球をどれほど回復させ、次世代の人類に残していくかということでもある。このような危機意識
の中で生まれたのが、持続可能な開発概念である。持続可能な開発概念は、環境と経済発展を調和させ、
環境を破壊せずに経済開発を進めるというものである。つまり、人間の基本欲求充足のために経済開発
を行う際に、生態系の収容能力すなわち環境の容量を超過してはならないし、生活水準だけではない生
活の質にも関心を持つべきであり、環境と経済を統合的次元で扱わなければならない。こうした配慮は、
例えば1987年に「環境と開発に関する世界委員会（WCDE）」おいて「我々の未来（Our Common Future）」
という報告書を通して公式化された。また、1992年にUN環境開発会議で持続可能な開発のための実践綱
領が採択されたことにより国際的な関心を集め、多分野において研究されるようになった。〈持続可能な
開発〉の普遍的な定義は、「未来世代の要求を満たす能力を阻害せずに現世代での要求を満たすことがで
きる開発」として、生態的、社会的、経済的な持続性という三つの観点を兼ね備えている。生態的持続
可能性は生物多様性と再生性、社会的持続可能性は開放性、 適切性、平等性を持つ。そして経済的持続
可能性は、欲求充足性、信頼性、柔軟性、 効率性といった属性を含んでいる。地球温暖化現象を直接的
に体験している我々において、持続可能な開発は最優先の解決課題として頭をもたげる状況になってき
た。しかしながら、何をどのように解決しなければならないかに対する解答は短時間に提示することが
できないし、優先順位としてまず問題の認識と解決意志を共有する時間が必要になるだろう。一部であ
るが、建築やデザイン分野にあっても持続可能な開発という概念は広く拡散して適用されているが、そ
の成果はエコデザインの概念を大きく脱することができないのが実情である。本研究はこのような状況
の中で、少しでも身近な所から問題解決の糸口を探そうと試みる。人間が使っている重要な道具である
家電製品と、それらを取り囲む住居環境の観察を通じて、長続き可能な未来家電の展開を模索すること
とする。 
 まず、現代のユビキタス技術環境を土台に展開されるデジタル家電製品の領域が住居空間にまで連携
していく過程で、そこで生ずる多様な環境的変化を人間、空間、物の関係において新しく定義しなけれ
ばならない。その上で住居生活の中心であるリビング空間のアナログ的要素が、情報家電というデジタ
ル技術と融合しながらどのような発展的形式で共存していくべきなのかを持続可能な開発の観点から提
案する。 今日まで、家電は単に住居空間に置かれる存在として捉えられていたが、テクノロジーの発展
と共に家電そのものが住居空間に吸収されるような現象が起きている。実際、家電の機能を持ったまま
家電が家具として使用されたり、家具自体が建築物にビルトインされる状況が見受けられる。すなわち
家電、家具、空間という区分がもはや成り立たなくなってきているのだ。従ってこの三つの分野は、ジ
ャンルを問わず相互補完的な関係性を保たなければならないだろう。このような現況のもと、持続可能
な建築と共にデジタル化していく家電は、当面お互いに同じ課題を持つことになる。「持続可能な建築」
を「デジタル建築」に、「デジタル家電」を「持続可能な家電」というように呼び方を変えてみることで、
建築デザイナーとプロダクトデザイナーが協同しなければならないことが、より一層現実的に浮かびあ
がる感じさえする。 
 本研究は、あくまでも変化しつつある地球環境、テクノロジー環境、住まい環境に対応できる家電を
提案することを起点としているが、結果として家電を変化させることによって周りの環境自体を良い方
向へと変えていく視点までをも考慮に入れる必要性を強く感じている。 
 
研究の目的 
 本研究は大きく三つの目標から出発した。第一に、製品の環境汚染要素を減らすため、デザイナーの
立場として環境汚染の問題に寄与することである。現在まで多くの国の環境政策は、事後対策に重点を
置く形式で行われてきた。それは主として、捨てられた産業廃棄物をどのようにすれば無害に処理でき
るかといった方法やリサイクルするための方法を研究することであった。しかしこれらの方法には莫大
な資金と時間を要するため、「環境のために」というスローガンは利益を追い求める企業にとっては大き
な負担になる要素と思われる。その中で近年、北ヨーロッパを中心にした環境政策は、環境汚染の要因
を取り除くという事前処理方法の研究を確立することで效率的な成果を収めている。このような意識は、
企業の経営者を含む製品デザイナーにも切実に要求される。製品設計及び生産の初期段階で製品が環境
に及ぶ影響を考えることによって、環境汚染の要因を事前に取り除くことができると言える。 
 第二の目標は、急速に変わっていくデジタル技術の発展に能動的に対処することができる新しい形態
の家電をどのように展開させるべきかという点である。21世紀デジタル技術は、家電製品の技術的革新
と普及と共に発展してきたが、このようなデジタル環境の到来は、今までの単一機能中心の製品がマル
チの機能を持つようになることで新たに製品と製品を融合する「製品のデジタルコンバージョン現象」
を生み出している。実際、ユビキタス・コンピューティング技術を見ても、全世界を統合ネットワーク
化することで人間と器機の関係を画期的に改善すると同時に人間のライフスタイルまでも変化させる原
動力となっている。本研究は、このような時代的流れに順応する姿勢で臨むものとする。具体的には、
一度作られた製品が廃棄されるまでのサイクルの中で、部品の共用化及びモジュール化を通じて製品寿
命を間接的に引き延ばす開発概念を製品に取り入れることで産廃の排出を抑制しようとする意図を持っ
ている。これまでインハウスデザイナーが企業の利益追求の論理に基づいた結果、親環境製品と相反す
る立場で仕事をしてきた現状の中で、本研究は、今後デザイナーたちが取らなければならない親環境製
品への意志と方法のひとつのあり方を提示することによって地球環境の手助けとなることができるよう
願うところである。 
 そして第三に、第一と第二の観点で整理された論理を背景として可視的な成果物を出すためのキーワ
ードを抽出することである。環境親和的な製品に力点を置くことで造形的価値や製品が持つべき審美性
が失われやすいように、親環境的論理だけでは本来の製品が持たなければならない価値を達成すること
ができないのが現実なのだ。また耐久性と均一性、そして使用性などを維持させるためにも、既存の素
材や設計生産方法の一部をそのまま使いながら製品を変えていくことの方が現実的である。実際、新し
い素材は必ず時間をかけて検証するプロセスが必要になるため、持続可能な開発は文字通り過去の設計
や生産方法に則りながら前進することだとも言えるだろう。それと共に、今後展開されるデジタルデザ
イン環境は、現況までのハードウェア的性格の比重よりソフトウェアの所要が強いため、ソフトウェア
のアップグレード及び製品の事後サービスがキーワードとなる。今後はモノ自体とサービスの融合化現
象によって生まれてくる新しい使用性を含むかたちで、製品の寿命を延長させる方法を提案しなければ
ならないのである。本研究から生み出された環境変化に対応をする家電のためのキーワードは、次のス
テップとして提案されるプロトタイプモデルに大きな意味をもたらすことになるだろう。 
 
研究の範囲と方法 
 本研究の範囲は環境変化をはじめ、デジタル社会による住居空間の変化、家具と家電の変化を、社会
的現象という大きな要素から製品を単位とする小さな要素までの変化要因として把握し、同時に研究作
品であるモジュラー家電のキーワードを抽出する文献的調査を行うまでを網羅する。研究の方法におい
ては、第一章の序論で研究の背景と目的を通じて全般的な概要と方向を提示する。第二章では、家電を
変化させる三つの要因から地球環境の変化を理解することに重点を置いた。親環境的製品の観点では研
究の分野はあまりにも広くなるため、本研究で扱う親環境の範囲は「持続可能な開発」の理念のみとす
る。その中で研究のアウトプットとして直接的な関連性を持つ持続可能な設計、構造、生産における可
変的要素などを認識、実現することは、デザイナーが人類と社会に寄与する究極的な近道だと言えるだ
ろう。一方、ネットワークに基づくユビキタス環境による現代の住居環境パラダイムワークにおいて、
その変化を理解すると共にネットワーク環境と技術変化によってどのようなサービスが可能なのかも考
察する。第三章では、持続可能な家電のための三つのキーワードを挙げ、環境変化に対応する家電と空
間を連携するためのポイントを提示する。デジタル時代の家電、家具、空間において、技術による文化
環境と企業環境の変化を考察し、展開される情報化家電の実態とデジタル技術に基づいた家電、家具、
空間の融合化現象などを調べることで、今後デジタル技術がどのような形でデザインに影響を及ぼすか
を予測する。最後に提案するプロトタイブ制作は、こうしたデザイン要素の実質的なヒントになるであ
ろう。最終的研究の成果物として提示するアウトプットは、持続可能な開発を土台にデジタル家電製品
と家具そして空間の連携をテーマとしたプロトタイプである。 
 結論となる第四章では、こうしたプロトタイプを踏まえ、変化する環境がこれからの家電と空間デザ
インにどのような影響を及ぼすのか、またデジタル技術を媒介としたデザインがどのような方向に進ま
なければならないかを改めて考察する。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は第１章を序論、第４章を結論とし、本論は２つの章からなる。第２章「21世紀デジタル社会
の三つの環境変化」では１）地球環境の変化と持続可能な開発、２）ユビキタス時代とネットワーク環
境の変化、３）住居環境の変化、を論じているが、21世紀前半である現在の環境変化に対し３つの側面
から光を当て、その特質を捉えようとしている。論点は明確であり、海外の近年の文献も参照され、客
観的に書かれていることは評価できる。 
 また第３章「持続可能な家電のための三つのキーワード」では、１）融合化、２）モジュラー化、３）
インタラクションデザインの３視点からサステイナブルな家電の将来的在り方を考察している。特に第
３章は研究作品『未来の住居環境における空間家電』を制作するための基礎をつくる概念と方法が論じ
られている。この章によって論文以上に評価の重点が研究作品にスムーズに着地させている。 
 以上、本論文は研究目的と制作目的に合致する一貫したスタイルで書かれていること、その論理的展
開、著述形式についても明快であること、さらに制作された作品との整合性を高く評価し、論文審査の
結果を合格とする。 
（作品審査結果の要旨） 
 
 金 石振君の制作研究は、論文テーマ「環境の変化に対応する家電と空間の連携」を基盤に、現代生
活での持続可能性を考察し、その具現化を提案するモジュール作品のデザイン試案である。それは、現
代のデジタル社会が抱える道具と環境の相関性から俯瞰抽出された、融合化・モジュール化・インタラ
クション化という３つをキーワードに対応するデザインであり、道具というより空間機能の可能性と展
開性を予感させるデザインといえる。いうなれば多くの家電製品が人−道具−環境の関わりにおいて単体
として道具的機能を装備するのに対して、提案作品は、多様な機能を生活空間（リビング空間）のイン
フィル的要素として解釈し、モジュールとして抱えつつ、機能するというものである。このデザインコ
ンセプトは、生活者とのインタラクティブなコミュニケーションを自由に、且つマルチプルに変換可能
とさせるという意味において、道具の環境化ともいえる。作者はこれを空間家電としてデザインし、一
辺30cmのユニットに道具や家具等のアナログ的機能とデジタル機能を融合搭載させ、さらに空間構成要
素としてある壁面に機能情報、生活情報をコラージュさせ、道具的要素と空間要素の融合を試み、情報
化社会における、ユビキタスなライフスタイルをステージ化させるようだ。この視点は近年、デザイン
の領域において注目されるアフォーダンス理論の展開としても興味深いものがある。それは情報を環境
に仕組ませつつ、生活者が環境の中から情報を拾い選びつつ、生活にメリハリを演出することを可能と
させ、変化に対応するフレキシブルな機能の持続可能性をデザインするという意味において斬新であり、
未来の生活シーンを予感させる。厳正に審査した結果、博士の制作研究として十分に値する作品である
と評価し合格と判定した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 市場におけるさまざまな製品は、中国製品などの勃興やデジタル化の波を受け混迷を呈している。環
境保護の視点からすれば、無意味ともとれる内容で次々と新製品を投入する企業活動は本末転倒である
が、外圧の中生き残りのためにそれ以外の手は見当たらないのが現実で、新製品の投入スピードはます
ます早くなっている。 
 作者（申請者）は十数年日本と韓国の大手家電メーカーのデザイン部に所属し、第一線で活動してき
た経歴を持つ。この研究の出発点は、こうした企業が今抱えている市場優先主義の矛盾を、デザイナー
として身を以て感じ経験してきたところにある。 
 この作品「空間家電」は、持続可能な家電デザインを目指すことを目的に未来の家電製品の理想形と
は？を追求する中で生まれた提案に他ならず、ユビキタスな生活家電のひとつのあり方を探るものであ
る。 
 ３年間の研究の中で作者は、第一歩として家具と家電の融合化のデザイン研究からスタート。続いて
家電のモジュール化を挙げ、使い捨てない中身だけアップグレードする仕組みを考える。そして最後に
総括するかたちでデジタルコンバージョン家電という、人—道具—環境をつなぎ合わせる機能（インタラ
クション化）を創意し、空間と家電が融合された「空間家電」という概念にたどり着くことになる。 
 「空間家電」の利点を簡潔に整理すると、ソフトウエアのみの寿命で、ハードの寿命は基本的には伴
わないこと。また、モノという形式を持たないため、空間を阻害しないこと。さらにインターフェース
が直感的であること、の３点が挙げられる。これらの利点は、サスティナブル（環境）、アフォーダンス
（感覚）、ユニバーサル（利便）といった現代のデザイン潮流にそのまま通じるものであり、この研究の
社会性及び時代性を指し示す証左と言えるものである。 
 むろんこの研究成果を具体物として社会に浸透させるには、住宅インフラの見直しやモジュールの連
結構造をより合理的にするなど、まだまだ解決しなくてはならない多くの課題がある。が、デジタル技
術は我々の想像を遥かに超えたスピードで進展しており、そう遠くない未来のデジタルネットワーク社
会を見据えた提案になっていることは疑う余地がなく、使い捨てない社会の到来を予想したとき、この
研究の価値が年々高まることは想像に難くない。 
 
 審査会は工業デザイン、環境デザイン、建築理論の専門家を集め厳正に行われた。研究作品について
はこれまで述べてきた通りで、時流を的確に捉えたデザインコンセプトが特に秀逸で博士作品としてそ
の完成度は高いレベルにあると確認された。また研究論文も論点が明確で著述形式も明快、研究作品を
補足するに十分な内容を備えていると評価された。さらに客観的な論点、論文と作品との整合性も不備
がなく、総合的にみて博士学位にふさわしいと判断、審査委員全員の総意で合格と判定した。 
 
